
第２回 柴又地域統合小学校改築懇談会

東金町小学校見学会 報告

令和６年１２月１７日（火）

葛飾区
葛飾区教育委員会
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資料１



東金町小学校見学会 概要等
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敷地面積 ： 12,604 ㎡

建築面積 ： 3,461 ㎡

延床面積 ： 8,407 ㎡

規 模 ： 地上４階建て

校舎竣工 ： 令和３年8月

見学会実施日時

令和6年11月28日（木）

14時 ～ 15時半

懇談会委員参加者数 ４名



アプローチ
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児童が登下校で使用する門は、

２か所（正門・東門）です。



玄関前ロビー
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応急救護所としての機能を想定し、

トリアージが行えるよう広めの設

計です。

普段は学年集会や展示会などで活

用しています。



普通教室
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改築後の普通教室は広くなり

（63㎡ → 74㎡）、グループ

学習やICT授業など、様々な授

業形態に対応できるように、

児童用の机を大きくします。



学習センター（図書館）
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東金町小学校の場合は閲覧スペースを広くとり、状況に合わせてレイアウト変更可能

な机を配置することで、自習形式やグループ学習にも対応しています。



体育館（アリーナ）
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水害時を想定し、2階以上（ハザード

マップ最大浸水深以上の高さ）に配置

するとともに、停電時の電気供給機能

や、ガス式冷暖房設備（GHP）を備

えています。

また、防災倉庫は、体育館への搬入を

考慮した場所に配置します。



体育館（地域開放用出入口）
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地域の方が利用する際は、校内を通らずに

体育館への出入りができるようにすること

で、利便性や管理面の向上を図っています。

体育館以外に地域開放やPTAが活用する部

屋などをつくる場合も、専用出入口を設け

る検討をします。

また、地域開放用出入口へ続く専用の校門

も備えています。



多目的室
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改築の際は、用途に応じて様々

な活用ができる部屋を配置しま

す。東金町小学校の場合、近い

将来に児童数増加が見込まれて

いたため、今後普通教室として

活用しやすいつくりになってい

ます。



特別教室
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各特別教室には、廊下側に展示用兼収納棚を設置し、児童の興味を引け付ける効果も

持たせています。新入生などが各部屋の配置を覚えやすいよう、目立つ諸室表示を設

置しています。



校内学童
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現在の改築では安全性と利便性に考慮し、校内学童を配置して児童が道路に出ること

なく学童へ移動できる設計をします。学校休業中の学童利用に備え、専用の校門を設

けます。



見学後の質問・感想
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（１）質問

① 特別支援教室が１階にあるのはなぜ？

⇒ 避難時に逃げやすいように。

なお、保健室を近くに配置し、ケガなどの対応がしやすいようにした。

② あおばプレイルームの使い道は？

⇒ 授業中は特別支援教室の施設として、放課後はわくチャレで使用している。

（２）感想

・体育館が広くて良い。 ・広い教室で授業が受けやすそう。

・施設開放用出入口があるので、学校運営と避難所が両立できそう。

・校庭が広くて良い。



その他学校改築時の設備（1）
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① 太陽光発電設備

屋上に太陽光パネルを敷設し、校内での電力消費で活用します。

また、停電時は体育館ホールなどの太陽光発電専用コンセントに電力供給します。

② 防災機能

・貯水機能付き給水管 ・マンホールトイレ ・ヘリサイン など

③ プール

天候や季節に左右されず、一年の中で計画的な水泳指導ができるよう、総合スポー

ツセンターや民間などの屋内温水プールを活用した水泳指導への移行を進めています。

現在は改築する小学校に新しいプールは設置していません。



その他学校改築時の設備 （２）
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④ バリアフリー

地域と学校のつながりを意識し、エレベーターやバリアフリートイレの設置や、段

差の解消、ユニバーサルデザインの導入などにより、地域コミュニティの場として全

世代が使いやすい施設にします。












































